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「災害用伝言ダイヤル（１７１）」の活用についてのお願い 

 

 保護者の皆様におかれましては、学校教育へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

東京都では、近年頻発する集中豪雨に備え、発災までの行動を時系列に沿って整理できる「東京マ

イ・タイムライン」を令和元年度に作成しました。本区においても、昨年度より、区内全小中学校で水

災害に関する事前・事後指導を行った上で、「マイ・タイムラインシート」の作成と活用について、お願

いしてきました。 

足立区においては、河川の氾濫等による水災害の危険が高く、昨年度の台風１９号の際、足立区では

区内全域に「避難勧告」が発令されました。また、１３５カ所に避難場所を開設し、ピーク時には３

３，１５４人の方が避難されました。海抜ゼロメートル地帯が広がる江東５区に位置する足立区におい

ては、今後も風水害による影響が予想されます。 

つきましては、この度、「災害用伝言ダイヤル（１７１）」について知っていただき、災害発生後にご

活用いただきたいと思い、資料を配布させていただきました。このシステムを使えば、お子様が被災の

状況を伝言で録音し、この録音した伝言を保護者が電話で聞くなど、お子様の安否を確認することがで

きます。活用についてご家族で話し合っていただければと存じます。 

 

 

  

 

【お問い合わせ先】 

  六月中学校 副校長 神戸 昇 

  電 話 （３８５９）１０７２ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

災害用伝言ダイヤルの基本的な使用方法 

災害用伝言ダイヤルの使用方法 

地震など大災害発生後に、安否確認などのためにＮＴＴが設置する声の伝言板です。このシステムを使えば、例えば

お子様が被災後の状況を伝言で録音し、その録音した伝言を保護者が電話を聞き、お子様の安否を確認することができ

ます。 

 

＜災害用伝言ダイヤルに関する配布物やアプリの紹介＞ 

【防災ノート】     【防災アプリ】 

 区内全小中学生に配布され

ています。 

災害について学習し、活用で

きる機能が備わっています。 

＜災害時に家族で連絡を取るときの使い方の例＞ 

 
１７１にダイヤルする 
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１７１にダイヤルする 

自宅の電話番号を市外局番か

らダイヤルし、伝言を再生する 

説明が流れる 
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＜録音内容＞ 

○○です。△△に避難し

ています。(３０秒以内) 

自宅の電話番号を市外局番か

らダイヤルし、伝言を録音する 

録音 再生 

録音 

再生 

自宅の電話番号を市外局番から 

ダイヤルし、伝言を録音する。 １７１にダイヤルする 説明が流れる 

自宅の電話番号を市外局番から 

ダイヤルし、伝言を再生する。 

説明が流れる １ 

説明が流れる ２ 


